
ゴール 取組目標の達成状況 本年末までの取組目標

・「健康起因事故防止セミナー」（11
月）、「60分でわかるトラック重大事故
対策セミナー」（12月）を開催、計86名
受講
・交通安全教室1回(10月)開催
・ドライブレコーダ、バックカメラ等の
安全装置、運転適性診断の助成事業を実
施

・交通事故防止セミナーを開催し、トラックドラ
イバーの交通事故防止を図る
・県内学校を対象に交通安全教室を開催し、
児童等への交通事故防止を図る
・ドライブレコーダ、バックカメラ等の安全装置
および運転適性診断助成事業の実施による
事故防止対策の推進

①～④の各助成事業を実施
⑤グリーン経営講習会（9月）を開催8名
参加、エコドライブ研修は新型コロナウ
イルスの影響で開催できず
⑥新型コロナウイルスで実施できず
⑦2月5日掛川市の道の駅掛川での活動に
参加
⑧協賛金を拠出

①グリーン経営、エコアクション２１認
証取得助成事業の実施
②低公害車、排ガス規制適合ディーゼル
車導入促進助成事業の実施
③ＥＭＳ（エコドライブ管理システム）
導入促進助成事業の実施
④エコタイヤ装着助成事業の実施
⑤グリーン経営講習会・エコドライブ研
修の開催
⑥ディーゼル車規制強化月間に合わせた
啓発活動
⑦自動車会議所主催「エコドライブ推進
キャンペーン」への参加
⑧地球温暖化対策県民運動「ふじのくに
ＣＯＯＬチャレンジ」への賛同・協賛
※①～⑤により会員事業所におけるＣＯ
２排出量削減をはじめとする環境負荷を
低減した経営の推進を図る
※⑥～⑧により一般市民にも省エネをは
じめとする地球環境に配慮した取り組み
の推進を図る

県内13ハローワークで「トラック就職相
談会」を計30回開催、企業104社、求職者
305名参加。「職場体験セミナー」は新型
コロナウイルスの影響で開催できず。

・高校生・大学生を対象とした「職場体
験セミナー」、県内各ハローワークにお
いて「トラック就職相談会」を開催し、
若者を含む幅広い年齢層にトラック運送
業界での就業機会を増加させる

①ヤマモモ16本を植樹（9月）
②協賛金を拠出（8月）

①周智郡森町における「トラックの森」
の整備・育成等
②静岡市森林環境アドプト事業への賛
同・協賛
※①～②により森林の保護・育成を図る

（記載上の注意）

　 １　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

 　３　目標はなるべく定量的に記載してください。

 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

職　名

氏　名

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、

持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

〈宣言日・変更日〉　　　令和３年１月８日

事業所・団体名称

代表者　職・氏名

一般社団法人静岡県トラック協会

（本社が届け出る場合はその事業所の数　　９　）

１４．その他

昨年末までの取組目標

・交通事故防止セミナーを開催し、ト
ラックドライバーの交通事故防止を図る
・県内学校を対象に交通安全教室を開催
し、児童等への交通事故防止を図る
・ドライブレコーダ、バックカメラ等の
安全装置および運転適性診断助成事業の
実施による事故防止対策の推進

①グリーン経営、エコアクション２１認
証取得助成事業の実施
②低公害車、排ガス規制適合ディーゼル
車導入促進助成事業の実施
③ＥＭＳ（エコドライブ管理システム）
導入促進助成事業の実施
④エコタイヤ装着助成事業の実施
⑤グリーン経営講習会・エコドライブ研
修の開催
⑥ディーゼル車規制強化月間に合わせた
啓発活動
⑦自動車会議所主催「エコドライブ推進
キャンペーン」への参加
⑧地球温暖化対策県民運動「ふじのくに
ＣＯＯＬチャレンジ」への賛同・協賛
※①～⑤により会員事業所におけるＣＯ
２排出量削減をはじめとする環境負荷を
低減した経営の推進を図る
※⑥～⑧により一般市民にも省エネをは
じめとする地球環境に配慮した取り組み
の推進を図る

・高校生・大学生を対象とした「職場体
験セミナー」、県内各ハローワークにお
いて「トラック就職相談会」を開催し、
若者を含む幅広い年齢層にトラック運送
業界での就業機会を増加させる

①周智郡森町における「トラックの森」
の整備・育成等
②静岡市森林環境アドプト事業への賛
同・協賛
※①～②により森林の保護・育成を図る
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従業員（構成員）数

会長

佐野　寛

業　種

所 在 地
〒422-8510
　静岡市駿河区池田１２６－４

男性　　　２９　 人　　女性　　１９　 人　　　計　　４８　 人

https://www.szta.or.jp/

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

会員事業所における交通環境対策を推進することで交通事故防止と地球環境の保全を図る。また、地域社会の一員としても温
暖化防止対策等に継続的に取組む。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

県内約１，４００（市内約３００）のトラック運送事業者が加盟する業界団体であることを活かし、各種交通事故防止施策を
推進するとともに、最新の環境対応車、省燃費製品、環境経営認証制度の取得に対する助成事業を行うことで、会員事業所が
環境負荷を低減した経営を持続できるよう後押しする。また、森づくり事業を通じての森林の整備育成を図り、ＣＯ２（二酸
化炭素）排出量削減を図る

目標に関連する取組内容

様式第２号（第６条関係）


